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　目的　未熟m-疫陪f'収丿改し會凩にA共せられる・雁C り･')ンt" ー－ス.エ勺^メ、ヽﾉﾗｰﾏﾒ

溶）l言. 収^後急､遜Iこ食峡・砥下寸石ことが知ら肌てむt) . こり着味砥T を抑匍1" るa- 滅

がいらしトら淋討cr 賊"2いる、木厨喘では、7" ')ンと=゜－スり貯蔵中の成屠灸ｲこと等冷によ%

み嗜蒔持効是t蒙へヽT≒。

　才池　ｸ丿ンピース( 品雅　自-1.）は大阪府i.大学吋風農場-z｀戴培し、収穫逼期C 陽花

軋22 9 ）りもCO を収穫し貯蔵実験に朕しご。貯蔵温度はI、乙乙20 乙で行ない,予冷･3" 氷末

に2 時PJ^浸哺てるハベドヽ口々- ')ン1" 力瘤レ忿理複2O°Cに貯蔵し批。ゐ償・食味に闇す

る成海としで、艦舞了､?ノ酸・糖・ｌ｀んぷん町びたん色償について, ≒収ぞ敗＝､ンヒド｀り

）沃、かスツQマトゲうフベ- 、酵粟ぜ分解使ヽノモギーネ･レソこ汰反びしB B 域之利剣し

及｡。

　結果　　し　グリンピ-スの';l-観は、2O'-c貯蔚z゛が々の褐3: か蝸められ!）ほか･3｀ぢB 階晦

貯政でi-s大きtS:変七はみしれなかっr=。

2, 遊離アミi 酸乙肩摩量・、I 'ン貯蔵での爽ﾀヽがゆるやか？' 3い%,のに埋レ2(1'c貯窟Z'

ぼI 日ご暖穫直後の半麿、2 日で叫と急進!こ灘少した。でんぷん＆ゲたん色賀を-g.ぼ両百

乙も大きに釘目3-認められなかっ瓦・

3, 子〉や舒援し疋召のこ此ら鳶麿変心ぼ、いす々しもコ> 1-ロ― /I/乙ほis" /司磯の蚕齢左示し

ヽ予冷･こよる明らかな島質裾柵紅晃は認められな6ヽつr~．
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うん^ て廓吋う馴佑（測ﾉﾀﾞ程）名糖涛磯厘tホロI祗イん忿?t
共在-tr1-短期八字　・根瑞粧将　オガエ子

　とj的　米曽地乃独縛の"tん今a前耳に殖けP-i£煉吋んで(須将｀)を乳酸i^康と｡ドl漬<^

tか二帰趨/)旭、スに^)果実'£鋤ｶﾛ｜ f-場合ｇ方お廬糾々製みが碍弓れ1 ．ス≒の粟実に

n、名避埓が肩塘酸石感む^ T'.こn 多か乱麟騒酵に影響を与元^勅巣・リり了と死え、瀞

香々ロに-n・ヽマ･-J既r飯密しP. ので、夕回り名狸鴻機酸含添お= ( 凡端洽0 , 札酸菌り功長、

数品。､旨収専にのヽ了旅薯ト良好なやぐﾉづ^製並志回的乙づz。

　力感　王嫡蕪を原則ヒト6o "c, ダ冷丿准将て鴻えiし五もの鳶物外に遣森糸竹;}を内

一n.是世、それラ;- ')ン3-"酸乃丿z^'コハク酸迦い9- を太ノo 屁こ涛解[ i添mト別個・不

一口一席鼎r. メ札遭込是のえ倍象量のfe石をI . 夕乞だ/こ∂蜀遭リ尺名久品が沁酸歯崖

£、凍允乾燥姉μつ口了刈夕／バク質唇量, MMアミノ酸庖-I.£5t量ト^F.浅升のpH乞

消乞し孔丿手れ、比報^ドI 漆穆り≒､乱澱菌t濁定々了と芙て蹟種のみ弟ヵan っ。z は、

淋封王滝鼠の歿函処理物(f

　μ県　す心！遭。長筒で･'乃3鼎タタハ･ク質肩存量n ソy n'酸黍ｶ初、濃抹の孔　ユヘフ

酸池叩物岬'li n 誠少ト葬紡ア5 ノ酸名-tほpf埓の哩、 ')ンユ･･酸諭m物ヽユノリ酸恣加物

池it V･あ1．呂喋アヨ／澱粉量r7 ■)ング漱謔お匍、凄穐めμ、コaク赦冰加物り幻哺3

かぺぢ屹叔飲・新梁りタンゴ省'^^o.裔。/･ヽ7 耐乖in-翔。溥持の匈。噸Vあフ、7 人ノ?タ

落瞬n.、･アシノ醐の?/ で 7jf< 、府銭破にし-I りゴレフれ-5沓りtむわれ3 ．なお、■i ｽﾞﾉ

ぞん片Viか-i蓬基Tﾆれ噌砿可勉々和助恋。玉尾づ-^佃酎に/ 3 pH^位チにぶソ毎函め臓殖を

析利吋'^ 二乙K-^あ1- がヽ冷機酸治ロr- ぷダ･滞京初期にニの抑的雌£也弓れ3 乙知ラれ瓦


